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1. 電線共同溝のコンパクト化／引込管路の共⽤化

②電線共同溝（特殊部）のコンパクト化

特殊部内へ⼈が⽴⼊らずに地上で接続作業

を可能としたことで、特殊部の寸法を大幅に縮

小し、工事費を削減

③引込管路の共⽤化

お客様宅へ通信線を引込むための管路を複

数事業者と共用化することで工期短縮

繰返し工事の抑制、家屋の美観向上にも繋

がりお客様のメリットが大きい

電線共同溝のコンパクト化や共同施工の推進による低コスト化に取組んでいます。
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①電線共同溝（管路部）のコンパクト化

電線共同溝の掘削断面を減少し、コスト削減や

工期の短縮、適用箇所の拡大に貢献

特殊部内でのケーブル接続作業 地上での接続作業

NTT用 電⼒⽤

CATV等用

電⼒⽤

全通信用

一管共用引込方式
複数事業者共用の管路

従来方式
事業者毎の管路設置

東京都 H16より適用開始

東京都 H17より適用開始

東京都 H16より適用開始
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2. 既存ストック（NTTのマンホール・管路）の有効活⽤

� 電線共同溝の新設にあたり、NTTのマンホール・管路 等を電線共同溝として活用頂くことで、

工期短縮、工事費削減を実現（東京都の活用実績：目白通り、浅草通り 等 20路線 15km）

� H30年度は、環状七号線、目⿊通り 等の8路線で既存ストックを活⽤した⼯事を実施予定

凡例： 下水道
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電線共同溝計画位置

歩道⾞道

本体工事

架空ケーブル撤去
電柱撤去

ケーブル入線

事前支障移設（1年〜） 本体/引込管工事（2年） 入線/電柱撤去工事（2年）計画策定（2年）

※商店街の営業していない時間帯に断続的に工事実施

事前⽀障移設不要

【目⽩通りの例】
全体の工期、工事費の約1割を削減

� 占用事業者間で移転工事調整が必要
� 占用物件ごとに掘削/埋戻しが発生

掘削/埋戻し
（2回目）

掘削/埋戻し
（1回目）

掘削/埋戻し
（3回目）

NTTマンホール 等下水道

通信

架空ケーブル

電柱

水道
ガス

歩道⾞道

NTT設備譲渡

架空ケーブル撤去
電柱撤去

掘削/埋戻し

本体工事
(既存ストック活用） ケーブル入線
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ＮＴＴ既設ケーブル

新設共用ＦＡ管

ＮＴＴ譲渡管路

新設ボディ管

■共用ＦＡ方式にて活用

参考. 既存ストック（NTTのマンホール）の活⽤事例
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3. 特殊部間隔の延⻑化（東京都と共同検証）

電線共同溝の管路部特殊部間隔は 70ｍ以内

特殊部

従来

特殊部

� 実物⼤のモデルを構築し、「特殊部間隔の⻑延化」によるコスト削減に向けた検証を実施

� 東京都電線共同溝マニュアルへ反映（平成30年4月）

今後

特殊部間隔を 100m以内へ変更

特殊部

特殊部の削減

特殊部

特殊部

電線共同溝本体部のコストを削減
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